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共　
同　
研　
究
（
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
〜
九
月
三
〇
日
）
49
文
明
と
身
体
（
研
究
代
表
者　
牛
村　
圭
、
幹
事　
劉　
建
輝
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
岩
崎
徹
、
大
東
和
重
、
加
藤
め
ぐ
み
、
川
本
玲
子
、
古
田
島
洋
介
、
小
堀
馨
子
、
佐
伯
順
子
、
竹
村
民
郎
、
永
井
久
美
子
、
西
原
大
輔
、
平
松
隆
円
、
古
川
優
貴
、
山
中
由
里
子
、
稲
賀
繁
美
、
井
上
章
一
、
白
幡
洋
三
郎
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
郭
南
燕
、
堀
ま
ど
か
、
楊
爽
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
眞
嶋
亜
有
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
牛
村　
圭
「
本
共
同
研
究
会
展
望
と
今
後
の
課
題
」
永
井
久
美
子
「
病
と
絵
巻
制
作
―
後
白
河
院
を
例
に
」
福
田
眞
人
「
結
核
を
文
明
と
身
体
か
ら
読
む
」
討
論
人
文
諸
学
の
科
学
史
的
研
究
（
研
究
代
表
者　
井
上
章
一
、
幹
事　
瀧
井
一
博
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
今
谷
明
、
上
島
享
、
上
村
敏
文
、
鵜
飼
正
樹
、
内
田
忠
賢
、
長
田
俊
樹
、
小
路
田
泰
直
、
斎
藤
成
也
、
関
幸
彦
、
高
木
博
志
、
高
谷
知
佳
、
竹
村
民
郎
、
玉
木
俊
明
、
鶴
見
太
郎
、
シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
ヴ
ィ
ー
タ
、
藤
原
貞
朗
、
安
田
敏
朗
、
若
井
敏
明
、
林
淳
、
荒
木
浩
、
伊
東
貴
之
、
倉
本
一
宏
50
田
香
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
蔡
敦
達
、
陸
留
弟
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
白
幡
洋
三
郎
「
趣
旨
説
明
―
日
本
庭
園
の
あ
の
世
と
こ
の
世
」
村
井
康
彦
「『
池
亭
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」
討
論
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
三
〇
日
白
幡
洋
三
郎
「
作
庭
記
研
究
の
視
角
」
飛
田
範
夫
「『
作
庭
記
』
原
本
と
谷
村
本
と
の
相
違
」
原
口
志
津
子
「
絵
画
『
資
』
料
研
究
の
現
在
」
討
論
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
八
日
水
野
杏
紀
「『
作
庭
記
』
に
記
さ
れ
た
方
位
観
と
禁
忌
に
関
す
る
考
察
―
中
国
の
『
宅
経
』・『
風
水
書
』
を
踏
ま
え
て
―
」
榎
本　
渉
「
谷
村
本
『
作
庭
記
』
奥
書
の
花
押
に
つ
い
て
」
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
井
上
章
一
「
学
問
を
左
右
す
る
、
か
な
ら
ず
し
も
学
問
的
と
は
言
い
が
た
い
さ
ま
ざ
ま
な
力
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」
討
論
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
八
月
三
〇
日
井
上
章
一
「
親
鸞
ら
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
幻
視
し
て
」
今
谷　
明
「
権
門
体
制
論
の
概
略
」
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
上
島　
享
「
鎌
倉
新
仏
教
論
と
顕
密
体
制
論
」
林　
　
淳
「
鎌
倉
新
仏
教
論
と
歴
史
学
」
日
本
庭
園
の
あ
の
世
と
こ
の
世
―
自
然
、
芸
術
、
宗
教
（
研
究
代
表
者　
白
幡
洋
三
郎
、
幹
事　
榎
本　
渉
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
小
野
健
吉
、
鈴
木
久
男
、
田
中
淡
、
錦
仁
、
原
口
志
津
子
、
原
田
信
男
、
飛
田
範
夫
、
日
向
進
、
水
野
杏
紀
、
村
井
康
彦
、
吉
澤
健
吉
、
山
田
邦
和
、
多
田
伊
織
、
荒
木
浩
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
町
51
大
谷　
哲
「
都
市
に
生
き
延
び
る
異
界　
内
田
百
閒
―
『
旅
順
入
城
式
』
を
中
心
に
」
西
川
貴
子
「
露
伴
作
品
に
み
る
怪
異
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
四
日
市
川
寛
也
「
地
域
社
会
に
還
元
さ
れ
る
妖
怪
文
化
―
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
妖
怪
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま
え
て
」
王　
　
鑫
「
中
日
妖
怪
文
化
比
較
研
究
の
た
め
の
予
備
的
考
察
」
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
永
原
順
子
「
絵
金
の
『
お
ど
ろ
』
が
語
る
も
の
―
高
知
県
香
南
市
赤
岡
町
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」
正
木　
晃
「
異
形
の
系
譜
―
密
教
に
お
け
る
真
理
と
恐
怖
の
造
形
」
現
代
民
俗
研
究
方
法
論
の
学
際
的
研
究
（
研
究
代
表
者　
山　
泰
幸
、
幹
事　
小
松
和
彦
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
石
田
佐
恵
子
、
岩
本
通
弥
、
浮
葉
正
親
、
門
田
岳
久
、
阪
本
俊
生
、
菅
康
弘
、
橘
弘
文
、
舩
戸
修
一
、
法
橋
量
、
山
中
千
恵
、
梁
仁
實
、
飯
倉
義
之
〔
研
究
発
表
〕
陸　
留
弟
「
江
南
の
庭
園
と
日
本
」
討
論
二
〇
一
二
年
九
月
九
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
て
の
プ
レ
発
表
怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
研
究
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
―（
研
究
代
表
者　
小
松
和
彦
、
幹
事　
山
田
奨
治
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
、
今
井
秀
和
、
香
川
雅
信
、
木
場
貴
俊
、
小
林
健
二
、
近
藤
瑞
木
、
齋
藤
真
麻
理
、
佐
々
木
高
弘
、
清
水
潤
、
志
村
三
代
子
、
高
橋
明
彦
、
堤
邦
彦
、
常
光
徹
、
徳
田
和
夫
、
永
原
順
子
、
正
木
晃
、
安
井
眞
奈
美
、
横
山
泰
子
、
大
塚
英
志
、
飯
倉
義
之
、
中
野
洋
平
、
徳
永
誓
子
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
マ
ー
ク
・
オ
ン
ブ
レ
ロ
、
魯
成
煥
、
朴
銓
烈
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
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〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
二
一
日
平
野
多
恵
「
明
恵
の
夢
と
和
歌
」
木
村
朗
子
「
中
世
物
語
に
お
け
る
夢
の
文
法
」
二
〇
一
二
年
四
月
二
二
日
楊　
暁
捷
「
盛
久
の
夢
―
『
清
水
寺
縁
起
』
の
一
場
面
か
ら
絵
巻
の
読
み
方
を
考
え
る
―
」
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
本
年
度
研
究
会
の
計
画
に
つ
い
て
の
討
議
等
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日
中
川
真
弓
「
念
仏
房
の
夢
―
『
菅
芥
集
』
所
収
願
文
と
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』」
池
田　
忍
「
絵
巻
に
み
る
女
性
の
夢
と
参
詣
―
歴
博
本
『
う
た
た
ね
草
紙
』
と
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
を
手
が
か
り
に
」
二
〇
一
二
年
七
月
一
五
日
松
本
郁
代
「
花
園
院
と
夢
想
―
持
明
院
統
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
―
」
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
研
究
会
推
進
に
つ
い
て
の
討
議
等
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
九
日
山　
泰
幸
「
異
人
論
の
展
開
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
社
会
学
に
向
け
て
」
橘　
弘
文
「
膏
取
り
一
揆
に
お
け
る
異
人
観
」
浮
葉
正
親
「
異
人
論
か
ら
見
た
韓
国
の
巫
俗
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）」
質
疑
応
答
夢
と
表
象
―
メ
デ
ィ
ア
・
歴
史
・
文
化
（
研
究
代
表
者　
荒
木　
浩
、
幹
事　
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
安
東
民
兒
、
池
田
忍
、
入
口
敦
志
、
上
野
勝
之
、
鍛
治
恵
、
加
藤
悦
子
、
河
東
仁
、
笹
生
美
貴
子
、
仙
海
義
之
、
高
橋
文
治
、
立
木
宏
哉
、
丹
下
暖
子
、
林
千
宏
、
平
野
多
恵
、
福
島
恒
徳
、
藤
井
由
紀
子
、
松
薗
斉
、
松
本
郁
代
、
室
城
秀
之
、
木
村
朗
子
、
伊
東
貴
之
、
倉
本
一
宏
、
早
川
聞
多
、
榎
本
渉
、
郭
南
燕
、
箕
浦
尚
美
、
中
川
真
弓
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
ヨ
ー
ク
・
Ｂ
・
ク
ヴ
ェ
ン
ツ
ァ
ー
、
李
育
娟
、
イ
ヴ
・
コ
ヴ
ァ
チ
53
森　
洋
久
「
日
文
研
の
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
方
向
性
と
構
造
に
つ
い
て
」
小
松
和
彦
「
日
文
研
怪
異
妖
怪
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
」
二
〇
一
二
年
四
月
八
日
ロ
ー
レ
ン
ス
・
マ
ル
ソ
ー
千
本
英
史
「
小
規
模
大
学
で
の
画
像
公
開
の
取
り
組
み
と
種
々
の
危
惧
事
項
に
つ
い
て
」
打
ち
合
わ
せ
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
五
月
一
二
日
村
田
良
二
「
東
京
国
立
博
物
館
の
資
料
情
報
管
理
」
田
良
島
哲
「
東
京
国
立
博
物
館
の
画
像
情
報
活
用
」
「
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
出
版
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
二
〇
一
二
年
五
月
一
三
日
楊　
暁
捷
「『
ウ
ェ
キ
絵
巻
』
か
ら
見
る
小
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
藤
原
重
雄
「
中
世
史
研
究
に
お
け
る
史
料
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
―
個
人
的
観
察
―
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
二
日
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
林　
千
宏
「
描
写
・
記
憶
・
夢
―
ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ス
詩
に
お
け
る
視
覚
表
現
の
諸
相
」
福
島
恒
徳
「
い
わ
ゆ
る
夢
中
感
得
像
を
め
ぐ
っ
て
」
二
〇
一
二
年
九
月
一
六
日
ヨ
ー
ク
・
Ｂ
・
ク
ヴ
ェ
ン
ツ
ァ
ー
「
夢
の
概
念
―
比
較
論
の
一
つ
の
試
み
」
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
研
究
会
推
進
に
つ
い
て
の
討
議
等
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
創
成
す
る
古
典
画
像
資
料
研
究
の
新
時
代
（
研
究
代
表
者　
楊　
暁
捷
、
幹
事　
小
松
和
彦
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
赤
間
亮
、
石
川
透
、
海
野
圭
介
、
大
谷
節
子
、
大
向
一
輝
、
大
場
利
康
、
小
峯
和
明
、
千
本
英
史
、
田
良
島
哲
、
藤
原
重
雄
、
荒
木
浩
、
早
川
聞
多
、
山
田
奨
治
、
森
洋
久
、
ギ
ャ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヒ
ッ
キ
ー
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
七
日
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相
互
討
論
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
八
月
二
日
小
宮　
京
「
大
阪
市
警
視
庁
の
興
亡
」
手
塚
洋
輔
「
戦
後
宮
内
庁
営
繕
行
政
の
展
開
―
組
織
と
技
術
の
交
錯
―
」
仕
掛
け
と
概
念
：
空
間
と
時
間
の
日
仏
比
較
建
築
論
（
研
究
代
表
者　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ボ
ナ
ン
、
幹
事　
稲
賀
繁
美
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
セ
シ
ル
・
ア
サ
ヌ
マ
＝
ブ
リ
ス
、
阿
部
順
子
、
江
口
久
美
、
加
藤
邦
男
、
ブ
ノ
ワ
・
ジ
ャ
ッ
ク
、
千
代
章
一
郎
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
タ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
、
田
路
貴
浩
、
土
居
義
岳
、
西
田
雅
嗣
、
波
嵯
栄
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
し
ょ
う
子
、
シ
ル
ヴ
ィ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ソ
ー
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ヴ
ァ
ン
ド
レ
デ
ィ
＝
ア
ザ
ノ
ー
、
ジ
ャ
ー
ク
・
プ
ズ
ー
＝
マ
サ
ビ
ュ
オ
、
松
原
康
介
、
松
本
裕
、
三
宅
理
一
、
渡
邊
一
正
、
朴
美
貞
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
マ
ル
ク
・
ブ
ル
デ
ィ
エ
、
ニ
コ
ラ
・
フ
ィ
エ
ー
ヴ
、
コ
リ
ン
・
テ
ィ
リ
＝
オ
ノ
〔
研
究
発
表
〕
大
谷
節
子
「
仮
面
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
課
題
と
可
能
性
―
附
、
喜
多
文
庫
民
俗
芸
能
、
沖
縄
祭
祀
、
謡
本
版
木
、
明
治
初
年
能
番
組
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹
介
」
小
峯
和
明
「『
日
本
常
民
生
活
絵
引
』
の
再
生
―
絵
画
物
語
論
の
た
め
に
」
二
〇
一
二
年
六
月
三
日
荒
木　
浩
「〈
国
文
学
〉
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
環
境
と
古
典
画
像
資
料
研
究
の
現
在
と
未
来
」
建
築
と
権
力
の
相
関
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
研
究
（
研
究
代
表
者　
御
厨　
貴
、
幹
事　
井
上
章
一
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
五
十
嵐
太
郎
、
池
内
恵
、
小
宮
京
、
佐
藤
信
、
砂
原
庸
介
、
手
塚
洋
輔
、
中
村
武
生
、
奈
良
岡
聡
智
、
牧
原
出
、
松
宮
貴
之
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
御
厨　
貴
「
私
は
こ
の
研
究
会
で
何
を
め
ざ
す
の
か
」
自
己
紹
介
お
よ
び
展
望
報
告
55
ム
」
シ
ル
ヴ
ィ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ソ
ー
「
結
界
と
想
像
性
：
名
所
に
つ
い
て
」
ウ
ル
ス
ラ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
「
ひ
も
ろ
ぎ
、
し
め
な
わ
」
マ
ル
ク
・
ブ
ル
デ
ィ
エ
「
同
潤
会
：
木
造
建
築
」
松
原
康
介
「
城
下
町
、
部
落
」
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
デ
ュ
エ
ル
＝
オ
ガ
ワ
「
カ
ミ
、
墓
、
ハ
レ
と
ケ
」
近
代
日
本
に
お
け
る
指
導
者
像
と
指
導
者
論
（
研
究
代
表
者　
戸
部
良
一
、
幹
事　
瀧
井
一
博
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
五
百
旗
頭
薫
、
猪
木
武
徳
、
河
野
仁
、
黒
澤
文
貴
、
佐
古
丞
、
佐
藤
卓
己
、
庄
司
潤
一
郎
、
武
田
知
己
、
中
西
寛
、
奈
良
岡
聡
智
、
野
中
郁
次
郎
、
畑
野
勇
、
波
多
野
澄
雄
、
小
川
原
正
道
、
楠
綾
子
、
牛
村
圭
、
鈴
木
貞
美
、
松
田
利
彦
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
黄
自
進
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
一
四
日
黒
沢
文
貴
「
戦
後
の
日
本
近
代
史
研
究
の
軌
跡
」
〈
第
一
回
研
究
会
〉
第
四
三
回
国
際
研
究
集
会
「
日
仏
の
空
間
語
彙
：
概
念
と
仕
掛
け
」
二
〇
一
二
年
五
月
一
一
日
ニ
コ
ラ
・
フ
ィ
エ
ー
ヴ
「
平
安
庭
園
で
の
季
節
の
表
象
と
祝
賀
」
寺
戸
淳
子
「
黄
泉
と
西
方
浄
土
」
ミ
ュ
リ
エ
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク
「
時
間
・
流
れ
・
く
さ
」
セ
シ
ル
・
ア
サ
ヌ
マ
＝
ブ
リ
ス
「
長
屋
と
社
宅
」
安
田
結
子
「
外
国
人
居
留
地
、
避
暑
地
」
土
居
義
岳
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス
、
公
共
空
間
の
概
念
」
エ
マ
ヌ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
レ
ス
「
露
地
」
江
口
久
美
「
街
づ
く
り
：
住
民
参
加
の
ウ
ル
バ
ニ
ズ
ム
」
ブ
ノ
ワ
・
ジ
ャ
ッ
ク
「
巡
礼
道
か
ら
聖
な
る
建
築
へ
：
都
市
計
画
」
パ
ト
リ
シ
ア
・
マ
ル
ミ
ニ
ョ
ン
「
町
内
会
、
町
、
都
市
発
展
」
二
〇
一
二
年
五
月
一
二
日
稲
賀
繁
美
「
日
本
空
間
性
に
お
け
る
時
間
」
松
本　
裕
「
田
園
都
市
」
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
タ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
「
地
区
、
町
番
地
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
制
限
」
ギ
ャ
リ
ー
・
ヒ
ッ
キ
ー
「
西
洋
透
視
図
法
と
日
本
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
マ
リ
ー
・
オ
ジ
ャ
ン
ド
ル
「
共
存
―
災
害
・
防
災
の
空
間
シ
ス
テ
56
中
西　
寛
「
吉
田
茂
の
外
交
指
導
」
小
笠
原
正
道
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
『
西
郷
隆
盛
』」
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
―
一
七
〜
一
九
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
―
（
研
究
代
表
者　
笠
谷
和
比
古
、
幹
事　
佐
野
真
由
子
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
磯
田
道
史
、
伊
藤
奈
保
子
、
岩
下
哲
典
、
上
村
敏
文
、
魚
住
孝
至
、
大
川
真
、
加
藤
善
朗
、
上
垣
外
憲
一
、
郡
司
健
、
小
林
龍
彦
、
小
林
善
帆
、
菅
良
樹
、
高
橋
博
巳
、
武
内
恵
美
子
、
竹
村
英
二
、
谷
口
昭
、
芳
賀
徹
、
長
谷
川
成
一
、
原
道
生
、
平
井
晶
子
、
平
木
實
、
平
松
隆
円
、
藤
實
久
美
子
、
前
田
勉
、
真
栄
平
房
昭
、
宮
田
純
、
宮
崎
修
多
、
森
田
登
代
子
、
横
谷
一
子
、
横
山
輝
樹
、
米
沢
薫
、
脇
田
修
、
和
田
光
俊
、
滝
澤
修
身
、
辻
垣
晃
一
、
伊
東
貴
之
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
瀧
井
一
博
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
姜
鶯
燕
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
二
七
日
益
満
ま
を
「『
辻
蘭
室
文
書
』
の
基
礎
調
査
―
辻
蘭
室
の
交
友
関
係
波
多
野
澄
雄
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
体
制
と
『
歴
史
問
題
』」
二
〇
一
二
年
四
月
一
五
日
河
野　
仁
「
現
代
の
軍
事
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
軍
隊
論
とC
O
IN
―
」
佐
古　
丞
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
評
価
に
つ
い
て
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
野
中
郁
次
郎
「
危
機
管
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
福
島
原
発
事
故
調
査
の
考
察
―
」
瀧
井
一
博
「
伊
藤
博
文
と
渡
辺
洪
基
・
再
論
―
知
識
国
家
論
の
先
駆
者
？
―
」
二
〇
一
二
年
七
月
二
二
日
戸
部
良
一
「
宇
垣
―
成
待
望
論
」
討
論
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
二
九
日
庄
司
潤
一
郎
「
近
衛
文
麿
に
見
る
ア
ジ
ア
主
義
の
変
化
」
畑
野　
勇
「
戦
時
経
済
体
制
運
営
に
お
け
る
総
理
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
―
そ
の
源
泉
と
変
遷
―
」
二
〇
一
二
年
九
月
三
〇
日
57
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
平
木　
實
「
一
七
〜
一
九
世
紀
に
お
け
る
文
物
交
流
に
よ
る
朝
鮮
・
日
本
両
国
の
歴
史
理
解
の
一
側
面
」
宮
田　
純
「
本
多
利
用
再
考
」
二
〇
一
二
年
八
月
二
五
日
横
谷
一
子
「『
絵
本
一
休
譚
』
に
み
え
る
一
休
禅
師
の
虚
実
皮
膜
に
つ
い
て
」
磯
田
道
史
「
一
九
世
紀
の
藩
政
情
報
―
諸
藩
見
聞
録
の
分
析
」
上
村
敏
文
「
稲
荷
信
仰
の
淵
源
と
近
世
に
お
け
る
展
開
」
総
合
討
論
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
―
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
の
研
究
（
研
究
代
表
者　
磯
前
順
一
、
幹
事　
井
上
章
一
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
浅
尾
雅
俊
、
飯
田
健
一
郎
、
小
野
善
太
郎
、
柿
田
肇
、
金
谷
幹
夫
、
金
泰
勲
、
中
村
俊
夫
、
永
岡
崇
、
倉
本
一
宏
、
細
川
周
平
、
西
田
彰
一
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
を
中
心
に
―
」
原　
道
生
「
維
新
後
の
河
竹
黙
阿
弥
―
自
作
を
活
字
化
し
た
狂
言
作
者
」
二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日
小
林
龍
彦
「
中
根
元
圭
研
究（
一
）
元
圭
の
生
涯
の
前
半
を
中
心
に
」
脇
田　
修
「
大
坂
〔
大
阪
〕
経
済
の
展
開
」
武
内
恵
美
子
「
一
八
世
紀
に
お
け
る
楽
思
想
の
展
開
」
討
論
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
二
二
日
瀧
井
一
博
「
逆
賊
か
ら
東
大
総
長
へ
―
帝
国
大
学
初
代
総
長
渡
辺
洪
基
の
生
涯
」
前
田　
勉
「
一
九
世
紀
の
藩
校
教
育
」
二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日
松
岡
明
子
「
高
松
松
平
家
伝
来
博
物
図
譜
に
つ
い
て
」
魚
住
孝
至
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
か
ら
終
焉
へ
」
滝
澤
修
身
「
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
及
び
日
本
人
の
相
互
認
識
」
討
論
〈
第
三
回
研
究
会
〉
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二
一
世
紀
一
〇
年
代
日
本
文
化
の
軌
道
修
正
：
過
去
の
検
証
と
将
来
へ
の
提
言
（
研
究
代
表
者　
稲
賀
繁
美
、
幹
事　
牛
村　
圭
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
、
鵜
戸
聡
、
大
西
宏
志
、
小
倉
紀
蔵
、
鞍
田
崇
、
呉
孟
晋
、
小
崎
哲
哉
、
近
藤
高
弘
、
戦
暁
梅
、
千
葉
慶
、
西
田
雅
嗣
、
西
原
大
輔
、
波
嵯
栄
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
し
ょ
う
子
、
橋
本
順
光
、
範
麗
雅
、
平
芳
幸
浩
、
平
松
秀
樹
、
藤
原
貞
朗
、
シ
ル
ヴ
ィ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ソ
ー
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
、
本
浜
秀
彦
、
山
本
麻
友
美
、
與
那
覇
潤
、
李
建
志
、
渡
邊
淳
司
、
張
競
、
滝
澤
修
身
、
中
村
和
恵
、
朴
美
貞
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
大
橋
良
介
、
デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
二
七
日
稲
賀
繁
美
「
廃
材
金
属
が
織
り
成
す
世
界
の
隠
喩
：
エ
ル
・
ア
ナ
ツ
イ
論
」
大
西
宏
志
「
物
気
色
の
ア
ー
ト
：
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
の
活
動
」
二
〇
一
二
年
五
月
一
九
日
磯
前
順
一
「
文
体
論
『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
大
全
』
の
叙
述
方
法
」
西
田
彰
一
「
タ
イ
ガ
ー
ス
年
譜
に
関
す
る
報
告
」
永
岡　
崇
「
タ
イ
ガ
ー
ス
関
連
雑
誌
記
事
に
関
す
る
報
告
」
浅
尾
雅
俊
「
一
九
六
〇
年
代
論
基
本
文
献
に
関
す
る
報
告
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
磯
前
順
一
「
昭
和
四
十
年
代
の
日
本
音
楽
」
柿
田　
肇
「
関
連
記
事
、
音
源
記
録
、
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
投
票
に
関
す
る
報
告
」
浅
尾
雅
俊
「
一
九
六
〇
年
代
論
基
本
文
献
に
関
す
る
報
告
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
日
中
村
俊
夫
「
戦
後
日
本
歌
謡
の
系
譜
（
グ
ル
ー
プ
で
音
を
出
す
こ
と
が
画
期
的
だ
っ
た
時
代
）」
磯
前
順
一
「
小
野
善
太
郎
氏
作
成
資
料
の
分
析
」
永
岡　
崇
「
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
雑
誌
の
六
〇
年
代
―
『
明
星
』『
週
刊
明
星
』
を
中
心
に
」
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〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
青
木
信
夫
、
徐
蘇
斌
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
五
月
一
九
日
佐
野
真
由
子
「
研
究
会
趣
旨
に
つ
い
て
」
井
上
章
一
「
吉
田
光
邦
先
生
の
万
博
研
究
会
を
振
り
返
っ
て
」
討
論
岩
田　
泰
「
二
〇
一
二
年
韓
国
・
麗
水
（
ヨ
ス
）
万
博
日
本
館
に
つ
い
て
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
橋
爪
紳
也
「
都
市
の
世
紀
と
万
国
博
覧
会
研
究
」
劉　
建
輝
「
見
ら
れ
る
自
分
か
ら
見
せ
る
自
分
へ
―
わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
万
博
と
い
う
近
代
的
論
理
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
の
か
」
討
論
二
〇
一
二
年
九
月
一
六
日
市
川
文
彦
「
近
代
パ
リ
万
博
以
降
の
万
博
史
展
望
」
武
藤
秀
太
郎
「
一
〇
〇
年
後
の
再
演
？　
上
海
万
博
と
南
洋
勧
業
二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日
小
崎
哲
哉
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
批
評
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
に
つ
い
て
」
近
藤
高
弘
「
震
災
復
興
に
向
け
た
試
み
―
『
命
の
ウ
ツ
ワ
』
『H
O
TA
R
U
』
と
『
比
叡
山
』
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
三
〇
日
中
村
和
恵
「
お
ま
え
は
わ
た
し
た
ち
に
似
て
い
る
―
太
平
洋
と
カ
リ
ブ
海
の
文
学
者
た
ち
に
問
う
近
代
日
本
人
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
本
浜
秀
彦
「
沖
縄
か
ら
の
、『
太
平
洋
文
学
』
へ
の
視
座
」
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
日
デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ
「
雑
草
性
／
〈
島
国
の
島
〉」
万
国
博
覧
会
と
ア
ジ
ア
（
研
究
代
表
者　
佐
野
真
由
子
、
幹
事　
劉　
建
輝
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
石
川
敦
子
、
市
川
文
彦
、
伊
藤
奈
保
子
、
岩
田
泰
、
鵜
飼
敦
子
、
江
原
規
由
、
川
口
幸
也
、
神
田
孝
治
、
中
牧
弘
允
、
芳
賀
徹
、
橋
爪
紳
也
、
林
洋
子
、
武
藤
秀
太
郎
、
稲
賀
繁
美
、
井
上
章
一
、
瀧
井
一
博
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
朴
美
貞
60
と
戦
争
画
：
『
国
之
楯
』
画
畢
に
到
る
年
月
の
意
味
」
平
野
共
余
子
「『
日
本
の
悲
劇
』
―
ア
メ
リ
カ
占
領
下
の
日
本
映
画
」
二
〇
一
二
年
七
月
二
九
日
竹
本
友
行
「
昭
和
の
記
憶
と
幕
末
・
維
新
の
『
物
語
』
―
司
馬
遼
太
郎
『
花
神
』
を
中
心
に
」
「
心
身
／
身
心
」
と
「
環
境
」
の
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
概
念
の
再
検
討
と
そ
の
普
遍
化
の
試
み
―
（
研
究
代
表
者　
伊
東
貴
之
、
幹
事　
榎
本　
渉
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
青
木
隆
、
新
井
菜
穂
子
、
恩
田
裕
正
、
垣
内
景
子
、
片
岡
龍
、
黒
住
眞
、
桑
子
敏
雄
、
河
野
哲
也
、
橘
川
智
昭
、
小
島
毅
、
関
智
英
、
銭
国
紅
、
高
橋
博
巳
、
竹
村
英
二
、
田
尻
祐
一
郎
、
陳
継
東
、
土
田
健
次
郎
、
手
島
崇
裕
、
永
冨
青
地
、
西
澤
治
彦
、
長
谷
部
英
一
、
林
文
孝
、
松
下
道
信
、
水
口
拓
寿
、
横
手
裕
、
李
梁
、
末
木
文
美
士
、
鈴
木
貞
美
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
、
劉
建
輝
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
張
翔
、
陳
健
成
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
会
」
青
木
信
夫
「
中
国
に
お
け
る
博
覧
会
研
究
―
そ
の
動
向
と
背
景
、
な
ら
び
に
展
望
」
日
本
文
化
形
成
と
戦
争
の
記
憶
（
研
究
代
表
者　
セ
オ
ド
ア
・
Ｆ
・
ク
ッ
ク
、
幹
事　
鈴
木
貞
美
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
浅
田
裕
子
、
一
ノ
瀬
俊
也
、
ベ
テ
ィ
ナ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ
、
加
藤（
野
島
）
陽
子
、
河
野
仁
、
川
村
湊
、
窪
島
誠
一
郎
、
小
菅
信
子
、
M
・
G
・
シ
ュ
フ
ト
ー
ル
、
庄
司
潤
一
郎
、
竹
内
栄
美
子
、
竹
本
知
行
、
田
辺
明
生
、
谷
口
幸
代
、
田
谷
治
子
ク
ッ
ク
、
坪
井
秀
人
、
等
松
春
夫
、
直
野
章
子
、
中
川
成
美
、
花
崎
育
代
、
原
剛
、
原
山
浩
介
、
平
瀬
礼
太
、
平
野
共
余
子
、
松
竹
京
子
、
南
誠
、
本
康
宏
史
、
横
山
篤
夫
、
吉
田
裕
、
李
建
志
、
多
田
伊
織
、
稲
賀
繁
美
、
末
木
文
美
士
、
戸
部
良
一
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
、
磯
前
順
一
、
郭
南
燕
、
佐
野
真
由
子
、
瀧
井
一
博
、
劉
建
輝
、
堀
ま
ど
か
、
石
川
肇
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
趣
旨
説
明
、
打
ち
合
わ
せ
松
竹
京
子
、
浅
田
裕
子
「
小
早
川
秋
聲
『
国
之
楯
』
に
お
け
る
戦
争
61
東
ア
ジ
ア
近
現
代
に
お
け
る
知
的
交
流
―
概
念
編
成
を
中
心
に
（
研
究
代
表
者　
鈴
木
貞
美
、
幹
事　
伊
東
貴
之
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
浅
岡
邦
雄
、
阿
毛
久
芳
、
荒
川
清
秀
、
荒
木
正
純
、
有
馬
学
、
磯
部
敦
、
井
上
健
、
今
村
忠
純
、
岩
月
純
一
、
王
暁
葵
、
岡
田
建
志
、
梶
山
雅
史
、
金
子
務
、
上
垣
外
憲
一
、
川
島
真
、
川
尻
文
彦
、
衣
笠
正
晃
、
木
村
直
恵
、
権
藤
愛
順
、
佐
藤
一
樹
、
佐
藤
バ
ー
バ
ラ
、
澤
田
晴
美
、
全
美
星
、
須
藤
遙
子
、
孫
安
石
、
孫
江
、
高
柳
信
夫
、
竹
村
民
郎
、
竹
本
寛
秋
、
田
中
比
呂
志
、
陳
継
東
、
陳
捷
、
陳
力
衛
、
寺
澤
行
忠
、
十
重
田
裕
一
、
仲
万
美
子
、
中
川
成
美
、
中
嶋
隆
、
野
網
摩
利
子
、
橋
本
行
洋
、
林
正
子
、
兵
藤
裕
己
、
平
野
健
一
郎
、
福
井
純
子
、
増
田
周
子
、
松
田
清
、
真
鍋
昌
賢
、
村
田
雄
二
郎
、
リ
ー
ス
・
モ
ー
ト
ン
、
茂
木
敏
夫
、
安
田
敏
朗
、
安
野
一
之
、
八
耳
俊
文
、
山
本
美
紀
、
吉
岡
亮
、
吉
田
比
呂
子
、
李
梁
、
多
田
伊
織
、
依
岡
隆
児
、
小
松
和
彦
、
稲
賀
繁
美
、
磯
前
順
一
、
郭
南
燕
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
劉
建
輝
、
堀
ま
ど
か
、
石
川
肇
、
韋
立
新
、
ハ
ン
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
レ
ー
マ
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
馮
天
瑜
、
黄
克
武
、
麻
国
慶
、
章
清
、
王
中
忱
〔
研
究
発
表
〕
二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日
桑
子
敏
雄
「
無
病
息
災
の
幸
福
論
〜
空
間
の
履
歴
と
国
土
保
全
の
思
想
〜
」
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
「
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
『
講
義
要
綱
』
の
和
訳
に
お
け
る
霊
魂
と
身
体
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
八
日
林　
文
孝
「
溝
口
雄
三
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅰ
―
異
と
同
の
あ
い
だ
』
を
評
す
」
関　
智
英
「『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
を
手
が
か
り
に
：
近
現
代
史
の
立
場
か
ら
」
伊
東
貴
之
「
溝
口
雄
三
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
Ⅰ
・
Ⅱ
の
編
集
に
携
わ
っ
て
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
二
二
日
垣
内
景
子
「
心
学
と
し
て
の
朱
子
学
」
小
島　
毅
「
ふ
た
つ
の
正
気
の
歌
―
文
天
祥
と
藤
田
東
湖
の
死
生
観
、
そ
の
異
同
―
」
総
合
討
論
62
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
中
村
真
一
郎
『
青
春
日
記
』
と
旧
制
高
校
」
基
調
報
告
：
依
岡
隆
児
パ
ネ
リ
ス
ト
：
竹
内　
洋
、
鈴
木
貞
美
司
会
：
石
川　
肇
質
疑
応
答
新
大
陸
の
日
系
移
民
の
歴
史
と
文
化
（
研
究
代
表
者　
細
川
周
平
、
幹
事　
瀧
井
一
博
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
赤
木
妙
子
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
イ
シ
、
粂
井
輝
子
、
栗
山
新
也
、
小
嶋
茂
、
佐
々
木
剛
二
、
高
木
（
北
山
）
眞
理
子
、
滝
田
祥
子
、
竹
村
民
郎
、
一
政（
野
村
）
史
織
、
日
比
嘉
高
、
松
岡
秀
明
、
水
野
真
理
子
、
物
部
ひ
ろ
み
、
森
本
豊
富
、
守
屋
友
江
、
柳
田
利
夫
、
吉
田
裕
美
、
早
稲
田
み
な
子
、
高
橋
勝
幸
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
、
根
川
幸
男
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
四
月
二
一
日
金　
泰
勲
「『
天
理
教
』
と
い
う
概
念
の
誕
生
―
教
派
神
道
概
念
を
中
心
に
」
ハ
ン
ス
・
Ｍ
・
ク
レ
ー
マ
「『
宗
教
』
概
念
の
誕
生
―
島
地
黙
雷
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
と
土
着
的
遺
産
」
畔
上
直
樹
「
神
社
『
非
宗
教
』
概
念
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
社
会
―
在
地
神
職
層
の
動
向
を
中
心
に
」
総
合
討
論
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日
福
井
純
子
「
演
芸
と
演
劇
の
あ
い
だ
」
陳　
凌
虹
「
日
中
に
お
け
る
近
代
『
演
劇
』
の
誕
生
―
新
派
と
文
明
戯
を
中
心
に
」
仲
万
美
子
「
一
九
三
〇
年
代
の
満
州
に
お
け
る
能
楽
関
係
者
の
『
知
識
』
／
『
場
』
の
共
有
―
『
満
鮮
謡
曲
界
』
の
記
事
分
析
を
通
し
て
」
総
合
討
論
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
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蘭
香
代
子
、
有
富
純
也
、
池
田
節
子
、
石
田
俊
、
板
倉
則
衣
、
井
原
今
朝
男
、
今
谷
明
、
磐
下
徹
、
上
島
享
、
上
野
勝
之
、
小
倉
久
美
子
、
小
倉
慈
司
、
尾
上
陽
介
、
加
藤
友
康
、
久
冨
木
原
玲
、
小
嶋
菜
温
子
、
古
藤
真
平
、
佐
藤
早
紀
子
、
佐
藤
信
、
佐
藤
全
敏
、
佐
藤
泰
弘
、
下
郡
剛
、
シ
ャ
バ
リ
ナ
・
マ
リ
ア
、
末
松
剛
、
菅
良
樹
、
菅
原
昭
英
、
瀬
田
勝
哉
、
曽
我
良
成
、
富
田
隆
、
中
西
和
子
、
中
町
美
香
子
、
中
村
康
夫
、
名
和
修
、
西
村
さ
と
み
、
畑
中
彩
子
、
林
友
里
江
、
カ
レ
ル
・
フ
ィ
ア
ラ
、
藤
本
孝
一
、
古
瀬
奈
津
子
、
堀
井
佳
代
子
、
松
薗
斉
、
松
田
泰
代
、
三
橋
順
子
、
三
橋
正
、
森
公
章
、
山
下
克
明
、
横
山
輝
樹
、
吉
川
真
司
、
吉
川
敏
子
、
吉
田
小
百
合
、
近
藤
好
和
、
荒
木
浩
、
稲
賀
繁
美
、
井
上
章
一
、
鈴
木
貞
美
、
榎
本
渉
、
瀧
井
一
博
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
、
門
脇
朋
裕
〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕
金
恩
淑
、
呉
海
航
、
鈴
木
多
聞
〔
研
究
発
表
〕
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
五
月
二
六
日
松
薗　
斉
「『
看
聞
日
記
』
の
研
究
―
そ
の
日
記
と
し
て
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
下
郡　
剛
「
琉
球
の
日
記
」
根
川
幸
男
「
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
教
育
機
関
に
お
け
る
子
ど
も
の
生
活
世
界
―
大
正
小
学
校
の
事
例
を
中
心
と
し
て
―
」
小
嶋　
茂
、
森
本
豊
富
「
移
民
研
究
の
活
用
―
移
民
学
習
教
材
開
発
の
可
能
性
―
」
今
後
の
研
究
班
の
方
向
性
に
つ
い
て
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日
水
野
真
理
子
「
強
制
収
容
下
で
の
文
学
活
動
―
一
世
、
帰
米
二
世
の
日
本
語
雑
誌
『
鉄
柵
』
を
中
心
に
―
」
滝
田
祥
子
「
ツ
ー
リ
レ
イ
ク
ピ
ル
グ
リ
メ
イ
ジ
と
帰
米
の
記
憶
」
総
合
討
論
「
北
米
移
民
の
文
学
と
記
憶
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
五
日
松
岡
秀
明
、
日
比
嘉
高　
書
評
会
「
松
井
太
郎
『
遠
い
声
』」
細
川
周
平
「
松
井
太
郎
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見
な
が
ら
」
総
合
討
論
「
移
民
文
学
研
究
の
課
題
の
整
理
」
日
記
の
総
合
的
研
究
（
研
究
代
表
者　
倉
本
一
宏
、
幹
事　
佐
野
真
由
子
）
〔
共
同
研
究
員
名
〕
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基
礎
領
域
研
究
韓
国
語
運
用
の
基
礎
／
応
用
（
継
続
）
代
表
者　
松
田
利
彦
概　
要　
研
究
そ
の
他
の
業
務
で
韓
国
語
を
必
要
と
す
る
も
の
に
対
し
、
会
話
、
読
解
、
聴
解
の
習
得
を
目
指
し
た
授
業
を
行
う
。
近
世
風
俗
未
公
刊
資
料
解
読
（
継
続
）
代
表
者　
早
川
聞
多
概　
要　
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
近
世
風
俗
資
料
の
解
読
お
よ
び
変
体
仮
名
の
解
読
演
習
を
行
う
。
古
文
書
研
究
（
継
続
）
代
表
者　
笠
谷
和
比
古
概　
要　
前
近
代
の
草
書
文
字
で
記
さ
れ
た
古
文
書
や
日
記
・
記
録
な
ど
の
読
解
を
行
う
。
フ
ラ
ン
ス
語
運
用
の
基
礎
／
応
用
（
継
続
）
代
表
者　
稲
賀
繁
美
概　
要　
フ
ラ
ン
ス
語
の
運
用
の
基
礎
を
実
践
的
に
訓
練
し
、
あ
わ
せ
て
必
要
に
応
じ
て
論
文
講
読
、仏
文
論
文
作
成
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
。
二
〇
一
二
年
五
月
二
七
日
藤
本
孝
一
「
貴
族
日
記
と
紙
背
文
書
」
廣
田
浩
治
「『
政
基
公
旅
引
付
』
を
め
ぐ
る
日
記
・
文
書
・
伝
承
の
史
料
学
―
戦
国
期
の
在
地
社
会
と
荘
園
領
主
―
」
カ
レ
ル
・
フ
ィ
ア
ラ
「
古
事
記
の
本
文
と
口
頭
伝
承
の
名
残
を
考
え
る
―
古
代
文
学
の
翻
訳
問
題
を
中
心
に
―
」
〈
第
二
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
近
藤
好
和
「
日
記
と
は
何
か
」
井
上
章
一
「
ハ
リ
ス
と
ブ
ロ
ン
ホ
フ
の
合
間
か
ら
見
え
る
こ
と
」
二
〇
一
二
年
七
月
二
二
日
古
藤
真
平
「『
北
院
御
室
御
日
次
記
』
治
承
四
年
十
・
十
一
月
記
に
つ
い
て
」
磐
下　
徹
「
長
和
五
年
の
藤
原
道
長
の
『
前
例
』」
有
富
純
也
「
大
饗
に
お
け
る
母
屋
と
廂
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
一
二
年
九
月
一
日
山
寺
、
東
北
歴
史
資
料
館
、
多
賀
城
碑
・
多
賀
城
調
査
二
〇
一
二
年
九
月
二
日
尿
前
の
関
、
式
内
温
泉
神
社
、
鳴
子
温
泉
、
五
大
堂
・
松
島
調
査
